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１．Python とは
Python は1991年にオランダ人のグイド・ヴァンロッサムというプロ
グラマーによって開発され、オープンソースで運営されているプログ
ラミング言語です。Python という名前の由来は開発者がイギリス
BBC のコメディ番組『空飛ぶモンティ・パイソン』の大フアンだった
からとのことです。
Python はデスクトップアプリ作成の他、AI（機械学習・深層学習）、
Webサイト作成、ブロックチェーン開発、Web上の情報収集ツール、
データ処理・分析・解析など高度なプログラム作成にも対応している。
プログラミング言語人気度を測定するTIOBEインデックスによると、
2023年10月のランキングでは「Python」が１位を維持しています。

ランキング：https://resource-sharing.co.jp/tiobe-index-202310/
Python 対応OS： Windows, Mac 及び Linux
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(1) 特徴
高級言語の一種であり、オブジェクト指向でインタープリター形式
の言語です。プログラム言語やシステムで用途が決まっている予約
語が35ほどしか無いので言語がシンプルで初心者でも覚えやすい。
（次ページ(4)参照）
機械学習やデータ解析の分野などで注目を集めているが、汎用性
が高くあらゆる分野で利用されている。

https://www.dhw.ac.jp/now/list/howtobe/python/

(2)Python ができること
・一般的なデスクトップアプリの作成
・機械学習・人工知能(AI)の開発
・データの自動収集
・データの自動処理
・データ解析・分析
・Webアプリの開発
・ブロックチェーンの開発

(3) Python ができないこと、苦手なこと
・ゲーム開発
・スマホアプリの開発
・Windows 系デスクトップアプリの開発
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(4) プログラムコードの違いの例
1 から 100 までの整数の和を求めるプログラムコード
1) BASIC プログラムコード 2) C プログラムコード

10 S = 1 #include <stdio.h>
20 E = 100 int main(void) {
30 SUM = 0 int sum = 0;
40 FOR I = S to E for(int i =1; i<101; i++) {
50 SUM = SUM + I sum += i;
60 NEXT }
70 PRINT SUM print (“%d, sum”);

return 0;
}

3) Python プログラムコード

s = 0
for i in range (1, 101):

s += i
print(s)

（Python はプログラムコード文字数が少ない）



２．Python をインストールする方法
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Pythonを入手してインストールする方法は２つあります。どちらも個人利
用の場合は無料でダウンロード/インストールができます。
（注）Google Chrome でURLを開くと日本語表示に切り替え可能
(1)Python 公式サイトからダウンロードしてインストールする

Python公式サイト : https://www.python.org/

（注）利用するライブラリーは別途ダウンロード/インストールが必要。
(2)Anaconda をダウンロードしてインストールする

Anaconda は Pythonの実行環境を提供し、データサイエンスに必要
とされる各種ツールやライブラリを提供するプラットフォームです。
Pythonの開発はライブラリによって補完される部分が非常に大きいた
め有用なライブラリをインストールする必要があるが、初めてPython
に触れる場合にはどのようなライブラリを導入すべきか分かりにくい
ので、その点を補ってくれる。
以下のURLからインストールファイルをダウンロードしてインストー
ルする。

Anaconda ダウンロード先 : https://www.anaconda.com/
ファイル容量：約 1.07 GB （2023年11月21日ダウンロード時）
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５．Anaconda によるプログラム作成
(1)Anacondaの起動（Windows 11 の場合）

①タスクバーのスタートアイコンを左クリックし、表示画面右上の「全ての
アプリ」をクリックする。表示されている「Anaconda3 (64bit)」をクリッ
クし、Anaconda Navigator をクリックする。アプリケーションのメニュー
画面が表示される。

②19種類のアイコンが表示されるが通常利用しているアイコンは以下のとおり。
1)CMD.exe Prompt ： アプリケーションやライブラリのアップデート
2)Spyder ：アプリケーション開発のための統合開発環境（IDE)
3)JupyterNotenook ： Webブラウザ上でプログラムを作成実行し、グラフ、
作業メモや関連するドキュメントなどをファイル形式にまとめて一元的に
管理することを目的としたオープンソースツール。

4)JupyterLab ： JupyterNotebookと同様にWebブラウザ上で動作する。
JupyterNotebook の改良版であり、ユーザーインターフェースや機能が
改善されている。JupyterLab はより柔軟で機能豊富なインターフェースを
提供する。 https://ai-inter1.com/jupyter-lab/



②全てのアプリを左クリック
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①スタートアイコンを左クリック
③Anaconda3 を左クリック

Anacondaの起動 ： ①から③ を順次クリック
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④Anaconda Navigator 起動

⑥Spyder 起動

⑤Jupyter Notebook 起動

Anaconda アプリの起動



Anaconda Navigator の画面
19種類のアプリケー ションのメニューアイコン画面が表示される。

Anaconda メニュー画面１
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Anaconda メニュー画面２
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(2) デスクトップアプリの作成と実行
1)Spyderを起動する
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プログラムコード
入力エリア

プログラムコード
ファイル入力

エラーメッセージやプログラム
実行結果表示エリア

プログラム実行



2)プログラム編集画面が表示されるので、プログラムコードを手入力
するか、あるいはエディターで作成・保存したプログラムコードを
プログラム編集画面に読み込む。

3) プログラムの実行手順
①プログラム実行結果が数値あるいは文字列のみの場合

上部メニューのスタートマーク をクリックする。
②プログラム実行結果が図形を伴う場合

スタートマークをクリックすると Spyder 画面の下に表示されて
見えない場合があるので、メニュー画面の「実行(Run)」、
「プロファイラー(Profiler)」を順次クリックする。
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4) デスクトップアプリの例
① 1 から 100 までの数の合計を求めるプログラム

プログラムコードを画面左側に入力してスタートマークを
クリックする。
計算結果が画面右側最下部のウインドウに表示される。

②タートルグラフィック（Tree1.py,  Tree2.py）
作成済みのプログラムコードを読み込んでメニュー画面の
「実行(Run)/プロファイラー(Profiler)」を順次クリックする。

③ スライドショー
作成済みのプログラムコードを読み込んでメニュー画面の
「実行(Run)/プロファイラー(Profiler)」を順次クリックする。

④Excelデータの処理（詳細は別紙参照）
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Sum100.py 計算結果
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Tree1.py

実行画面
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Tree2.py   実行画面
（マウスクをリックした部分に Tree 表示）

（プログラムコード出典 ： 日経ソフトウエア誌）



Slideshow.py 実行画面
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③ Excelデータ処理の例
Excel データを処理するライブラリー OpenPyXL を用いてExcelデータを
読込み、それを加工してその結果を Excel 形式のデータファイルとして出力
できる。例として１年間の会計データを読み込み、勘定科目別にソートして
合計金額を出力するプログラム Account.py を作成してみた。
プログラムの概要は以下のとおり。

1)所要のライブラリをインポート
2)読み込む Excel ファイルを指定
3)科目別のデータ収納リスト（IDリスト）の定義
4)データが記録されているExcelファイルを開く
5)データが記録されているExcelファイルのシート番号を指定
6)データが記録されているExcelファイルを先頭から最後まで読み込み、

指定した科目毎にデータを抜き取って合計額を算出しデータ収納
リスト（IDリスト）に順次書き込む。

7) IDリストをExcel形式のファイルで出力する。

出力されたExcel ファイルをエクセルで読み込み、目的どおりに科目別に
ソートされていることを確認する。

（参照図書：技術評論社「PythonでかなえるExcel作業効率化」）

17



(3)JupyterLab によるプログラム作成

Webブラウザ上でプログラムを作成実行し、数式、グラフ、作業メモや関連
するドキュメントなどをファイル 形式にまとめて一元的に管理することを
目的としたオープンソースツール。利用手順は以下のとおり。

1)メニュー画面 JupyterLab アイコンの Launch をクリックして起動する。
2)Lancher 「Notebook」下部の「Python 3(jpykernel)」アイコンをクリック

する。
3)⻘⾊線で囲まれた部分に手動でプログラムコードを入力する。あるいは
エディターで作成・保存したプログラムコードをコピペする。

4)上部メニュー画面のスタートマーク をクリックするとアプリが動作
する。
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JupyterLab
起動画面

右側 Launcher部
Notebook下部の
Python3(ipykernel)
をクリックすると
JupiterLabのプログ
ラム作成画面が表
示される。
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JupyterLab

プログラム

作成画面
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１から100
までの合計
計算
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JupyterLab

プログラム

実行例
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３次元
グラフ
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写真の加工 １

（プログラムコード）

出典：日経ソフトウエア誌



写真の加工２

（加工後の写真）
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JupyterLab のプログラム実行例を
html コードで保存する手順

(1) 上部メニューの「File」をクリックする。

(2)「Save and Export Notebook As 」にマウスポインタ―を移動し
「HTML(html)」をクリックする。

(3) エクスプローラを起動して「ダウンロード」フォルダーをクリック
すると保存された html ファイルが確認できる。
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Webブラウザー上で Python が動作する PyScript
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PyScriptとは？
PyScript は「Run Python in Your HTML」と示されている
とおり、JavaScript のように HTMLコードに Python コード
を挿入してWebブラウザ上でプログラムを実行できる。
現在は開発段階なので仕様が変更される可能性がある。

PyScript のメリット
・わざわざ Python をインストールする必要がない。

PyScript のデメリット
・表示速度が遅い。
・リリースされて間がないので情報が少ない。



PyScript テストコード１
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以下のコードをテキストエディターで作成して PS-Test1.html の名前で保存する。
保存した html ファイルを左ダブルクリックするとJupyterLab のような対話モー
ドアプリが表示される。（Edgeの場合：右クリックしEdgeを選択）
（注）「body」部分に <py-repl> </py-repl> のコードが含まれているので

対話モードアプリが表示される。

<html lang="ja">
<head>

<meta charset="UTF-8">
<title>テスト</title>
<link rel="stylesheet" href="https://pyscript.net/alpha/pyscript.css" />
<script defer src="https://pyscript.net/alpha/pyscript.js"></script>

</head>
<body>

<py-repl></py-repl>
</body>

</html>

（ 出典：https://gihyo.jp/article/2023/04/monthly-python-2304 ）
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PS-Test1.html をクリックすると現れる画面

アプリが表示された後にプログラムコードを入力し、「Shift」キーを押下
しながら「Enter」キーを押下するとプログラムが実行されて計算結果が表
示される。
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PyScript テストコード２
下記コードをテキストエディターで作成して PS-Test2.htmlの名前で保存する。 保存した html 
ファイを左ダブルクリックするとアプリが起動する。(Edgeの場合：右クリックしEdgeを選択)
<html lang="ja">

<head>
<meta charset="utf-8"/>
<link rel="stylesheet" href="https://pyscript.net/latest/pyscript.css" />
<script defer src="https://pyscript.net/latest/pyscript.js"></script>

</head>
<body>

<button py-click="get_now()" class="py-button">
現在時刻を取得

</button>
<div id="now"></div>
<py-script>

from datetime import datetime
def get_now():
now = datetime.now()
display(f"{now:%Y年%m月%d日 %H:%M:%S}", target="now")

</py-script>
</body>

</html>

（ 出典：https://gihyo.jp/article/2023/04/monthly-python-2304 )
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PS-Test2.html をクリックすると現れる画面

「現在時刻を取得」部分をクリックすると、クリックした時点の日時が表示される
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おわり


